
議
案
第
２２
号
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
（
函
館
市
元
町
観
光
駐
車
場

・
函
館
山
山
麓
観
光
駐
車
場
）

　
・
候
補
者
と
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
た
理

　
　
由

　
・
今
後
の
駐
車
場
の
活
用
法

 

委
員
間
の
協
議

議
案
第
１
号

○
創
業
支
援
事
業
負
担
金
減

　
申
込
数
に
対
し
て
採
択
さ
れ
た
件
数
が
少

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
減
額
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
や
む
を
得
な
い
。

議
案
第
２
号

○
外
航
コ
ン
テ
ナ
航
路
休
止
関
係
経
費

　
大
型
ク
レ
ー
ン
の
故
障
に
加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
外

航
航
路
を
再
開
で
き
ず
、
利
用
料
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
委
託
料
の
増
額
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
理
解
し
た
。

議
案
第
６
号

○
定
期
外
旅
客
運
賃
減

○
定
期
旅
客
運
賃
増

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
益
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
や
国
か
ら

の
財
源
措
置
を
活
用
す
る
こ
と
で
対
策
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

 

民
生
分
科
会 

　
　
　   

議
案
１０
件
を
審
査

 

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

議
案
第
１
号
令
和
３
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
民
生
分
科
会
関
係
部
分
）

○
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費

　
・
改
修
の
目
的
と
内
容
、
効
果

　
・
改
修
費
の
内
訳

○
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
費
増

え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
で
き
る
。

　
外
国
人
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
全

て
の
方
へ
対
応
し
た
魅
力
あ
る
優
し
い
コ
ン

テ
ン
ツ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
期
待
し
た
い
。

○
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
受
託
事
業
費
増

　
北
海
道
か
ら
の
受
託
事
業
で
あ
り
、
遺
物

が
出
土
し
た
場
合
の
対
応
も
市
教
育
委
員
会

で
保
管
す
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
の
で
良
し
と
し
た
い
。

○
南
茅
部
地
域
通
学
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

　
小
学
校
の
統
合
に
伴
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
と
い
う
こ
と
で
納
得
で
き
る
。

　
始
発
か
ら
終
点
ま
で
片
道
１８
キ
ロ
と
距
離

が
非
常
に
長
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
安
心
の
た
め
に
も
通
学
バ
ス
の
運
行
は

良
い
と
思
う
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

 

経
済
建
設
分
科
会 

　
議
案
２１
件
を
審
査

 

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

議
案
第
１
号
令
和
３
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部
分
）

○
創
業
支
援
事
業
負
担
金
減

　
・
減
額
理
由

　
・
今
後
の
取
り
組
み

議
案
第
２
号
令
和
３
年
度
函
館
市
港
湾
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
外
航
コ
ン
テ
ナ
航
路
休
止
関
係
経
費

　
・
増
額
理
由

　
・
今
後
の
見
通
し

議
案
第
６
号
令
和
３
年
度
函
館
市
交
通
事

業
会
計
補
正
予
算

○
定
期
外
旅
客
運
賃
減

○
定
期
旅
客
運
賃
増

　
・
補
正
額
の
根
拠

　
・
減
収
に
伴
う
対
策

　
・
事
業
費
増
の
理
由
、
補
正
額
の
根
拠

　
・
事
業
の
効
果
、
進
め
方

　
・
指
定
医
療
機
関

議
案
第
７
号
令
和
３
年
度
函
館
市
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算

○
修
学
資
金
貸
付
金
増

　
・
貸
付
金
増
の
理
由
、
貸
付
人
数
の
内
訳

　
・
効
果

 

委
員
間
の
協
議

議
案
第
１
号

○
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費

　
本
改
修
に
よ
り
、
市
町
村
間
で
の
検
診
結

果
デ
ー
タ
の
引
き
継
ぎ
や
受
診
者
本
人
の
検

診
結
果
の
閲
覧
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
画
期
的
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　
本
改
修
が
受
診
率
向
上
に
も
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
で
、
ぜ
ひ
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

　
な
お
、
個
人
情
報
の
保
護
に
は
十
分
留
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
と
の
意
見
あ
り
。

○
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
費
増

　
国
が
、
特
定
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
ま
で

の
暫
定
措
置
と
し
て
助
成
内
容
を
拡
充
し
た

こ
と
に
伴
い
、
本
市
も
国
に
準
じ
て
拡
充
し

た
こ
と
で
、
助
成
申
請
件
数
の
増
加
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き
た
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

　
な
お
、
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
現

在
市
内
に
１
か
所
し
か
な
く
、
設
備
面
や
実

施
責
任
者
の
資
格
要
件
な
ど
多
く
の
ハ
ー
ド

ル
は
あ
る
が
、
近
く
に
増
え
た
ほ
う
が
安
心

で
き
る
と
思
う
の
で
、
検
討
や
協
議
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
市
内
に
増
え
る
の
は
良
い
こ
と
だ
が
、
設

置
に
は
治
療
の
成
功
率
や
経
験
、
投
資
額
な

ど
も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
行
政
が
助

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
を
ク
リ
ア
で
き

る
の
か
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
な
ど
の
意
見
あ
り
。

議
案
第
７
号

○
修
学
資
金
貸
付
金
増

　
貸
付
金
増
に
よ
り
、
医
療
提
供
体
制
の
強

化
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
有
意
義
な

増
額
補
正
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
本
貸
付
制
度
に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
を

図
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
し
っ
か
り
と
継

続
・
拡
充
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

動
物
愛
護
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ
　
工 

藤    

恵 

美

 

質
問 

経
済
的
に
厳
し
い
現
状
で
あ
る
動
物

愛
護
団
体
へ
の
財
政
的
支
援
は
で
き
な
い
か
。

 

答
弁 

団
体
の
活
動
は
犬
猫
の
殺
処
分
の
減

少
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、
今
後
も
団
体

の
協
力
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
な

ど
も
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

3

は こ だ て 市 議 会 だ よ り

次回定例会　２月下旬開催予定です。

く

ど

う

え
　
み

今
定
例
会
で
は
、
１７
人
が
一
般
質

問
を
行
い
、
そ
の
主
な
も
の
を
、

要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
市
議
会
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ま

た
は
２
月
下
旬
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
公
開
予
定
の
会
議
録
を

ご
覧
く
だ
さ
い

12/9～12/13
今
定
例
会
で
は
、
１７
人
が
一
般
質

問
を
行
い
、
そ
の
主
な
も
の
を
、

一
般
質
問

一
般
質
問


